
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年８月２６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 不明（令和６年１０月２３日２２時００分頃～２３時００分頃） 

発生場所 不明（三重県鳥羽市答
とう

志
し

漁港口～同港南南東方沖） 

事故の概要  プレジャーボートゆたか丸は、航行中、転覆した。 

 ゆたか丸は、船長及び同乗者２人が落水して死亡し、転覆して船首

部の割損等を生じた。 

事故調査の経過  令和６年１０月２４日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート ゆたか丸、９.１トン 

 ＭＥ２－５１６９（漁船登録番号）、個人所有 

 １４.２１ｍ（Lr）×３.６５ｍ×１.２９ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、３３８.３０kＷ、昭和６１年９月３日 

第２４３－４０１５９号（船舶検査済票の番号） 

 （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（本事故前に撮影、漁業協同組合提供） 

 乗組員等に関する情報 

 

船長 ７６歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５０年１０月３日 
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  免許証交付日 令和２年４月１３日 

         （令和７年５月１５日まで有効） 

同乗者Ａ ７６歳 

同乗者Ｂ ７６歳 

 死傷者等 死亡 ３人（船長、同乗者Ａ及び同乗者Ｂ） 

 損傷 船首部の船底外板に割損及び擦過傷、船体構造物及び操船設備に破損

及び脱落、機関室に濡損、プロペラに曲損（全損）（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気象・海象 

 

 

 

 

本船発見場所の南西約９.１km にある鳥羽地域気象観測所における

観測値は、次のとおりであった。 

 

  

鳥羽市答志町に所在する漁業協同組合支所（以下「漁協」とい

う。）の職員は、１０月２３日夜から２４日朝までの間、風は強くな

く、海上が平穏で、視界は良好であったと口述した。 

海上保安庁発行の海の安全情報によれば、伊良湖水道航路南東方 

ＡＩＳ信号所における２３日２２時２５分の波高は１.１ｍであっ

た。 

気象庁の日別海面水温によれば、本船発見場所付近の海水温は約

２３～２４℃であった。 

月出時刻：２２時００分、月齢：２０.３ 

海上保安庁の潮流推算によれば、本事故当時の鳥羽市答志島東方沖

の潮流は図２のとおりであり、約１.０～２.０ノット（kn）の南東方

向への潮流があった。 

 

項目 

 

時刻 

天気 
気温 

(℃) 

風向・風速 

平均 最大瞬間 

風向 風速(m/s) 風向 風速(m/s) 

22:00 晴れ 21.9 北西 0.7 北 2.0 

23:00 晴れ 22.4 北西 1.2 西 3.2 

     操舵室               操舵室 船倉           擦過傷 

   

船体の外観            甲板上の様子          船底外板（土木会社提供） 

図１ 損傷状況 

船首 船尾 船首 船尾 船首 船尾 
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図２ 潮流推算（伊勢湾） 

 事故の経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者Ａ及び同乗者Ｂが乗り、同

乗者の家族が入院中の病院へ送る目的で令和６年１０月２３日夜間、

鳥羽市鳥羽港に向けて、答志漁港を出航した。自宅にいた船長の家族

は、２２時００分頃船長が自宅を出発する際の物音を聞いていた。 

 漁協の職員は、２４日０６時３０分頃、答志漁港南東部の八幡埼東

岸沖に築造されている消波ブロック（以下「本件消波ブロック」とい

う。）に寄せられて転覆している本船を発見し、電話で海上保安庁に

通報した。（図３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.４kn 

０.２kn 
答志島 

三重県 鳥羽市 

 

図３ 転覆の状況（土木会社提供） 

本件消波ブロック 
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 ０７時５５分頃海上保安庁の潜水士が転覆した本船船首部魚倉付近

で同乗者Ａを発見した。同乗者Ａは、消防救急隊によって社会死（医

師の診断を仰ぐまでもなく、身体の状態から誰が見ても判断できる

死）の状態であることが確認された。 

１１時２０分頃三重県防災ヘリコプターは鳥羽市石
いじ

鏡
か

漁港北方沖で

漂流している船長を発見した。船長は消防救急隊によって社会死の状

態であることが確認された。 

船長及び同乗者Ａは、救助時、救命胴衣を着用していなかった。 

（図４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船長及び同乗者Ａは、医師によってそれぞれ次のとおり検案され

た。 

① 死亡推定時刻：２３日２３時頃 

② 死因：窒息 

③ 窒息の原因：溺水の吸引（発症から死亡までの時間：短時

間） 

 本船は、１５時００分頃漁協が手配した土木会社の起重機船によっ

て引き揚げられ、台船上に収容された。この時、主機のクラッチが前

進の位置及びスロットルレバーが増速の位置になっていた。 

本船は、転覆した状態で発見された時、搭載していたさわら
．．．

流し網

が甲板上から落ちて船体とつながり、着底して発見された場所にとど

まっていた。  

 海上保安庁は、同乗者Ｂが行方不明のまま手掛かりがつかめず、 

鳥羽港 

 

図４ 事故発生場所概略図 

× 事故発生場所 

  同乗者Ａの発見場所 

船長の発見場所 

■  

 同乗者Ｂの発見場所 

●  

 

答志島 

答志漁港 

三重県 鳥羽市 

石鏡漁港 

石鏡灯台 
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２６日日没をもって専従捜索から通常哨戒
しょうかい

に合わせた捜索へと移行

した。 

 ２７日０８時２０分頃石鏡灯台東方沖で、遊漁船の船長によって漂

流者が発見され、同漂流者の家族が同乗者Ｂと確認した。死因は、医

師によって頭部打撲に伴う頸
けい

椎
つい

損傷と検案された。同乗者Ｂは、救助

時、救命胴衣を着用していなかった。 

 その他の事項 

 

(1) 船長の漁業経験 

   船長は、５０年以上の漁師の経験があって、さわら流し網漁及

びたこつぼ
．．．．

漁を行っていた。さわら流し網漁は、通常、夕方に出

漁して日の出まで漁が行われ、船長は事故発生場所付近海域での

本船の操船等に慣れていた。 

(2) 航海計器  

   本船の操舵室には、ＧＰＳプロッター、魚群探知機及び無線機

が搭載されていた。なお、本事故当時の作動状況については不明

である。 

(3) 事故発生場所の周辺海域の特徴 

事故発生場所の周辺海域は、図５のとおり岩礁等の浅瀬が広 

がっており、漁協担当者によれば、同海域の状況を熟知していな

い者にとっては、操船が難しいとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

 

 

不明 

不明 

不明 

(1) 船長、同乗者Ａ及び同乗者Ｂの死因 

船長及び同乗者Ａの死因は溺水による窒息であり、同乗者Ｂの

死因は頭部打撲に伴う頸椎損傷であった。 

(2) 本事故の発生場所及び発生時刻に関する解析 

  

   事故発生場所付近（出典元：海しるを一部加工）                  海図Ｗ７３抜粋 

図５ 事故発生場所の周辺海域 100m 

× 
本船発見場所 

 

答志港南防波堤灯台 

八幡埼 

答志漁港 
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  ① 本船は、鳥羽港に向かう目的で出航したこと、本船発見場所

の状況及び主機のクラッチが前進の位置でスロットルレバーが

増速方向に操作された状態であったことから、答志漁港を出航

した後、答志港南防波堤先端を右転して同防波堤東側を南進し

ていたものと考えられる。 

  ② 本船は、転覆状態で発見された際、搭載していたさわら
．．．

流し

網が甲板上から落ちて船体とつながり、着底してとどまってい

たことから、発見場所付近で転覆した可能性があると考えられ

る。 

  ③ 本事故の発生日時は、船長が自宅を出た令和６年１０月２３

日２２時００分頃から船長等の死亡推定時刻の２３時００分頃

までの間であったものと考えられる。 

   （図６ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 操船及び転覆に関する解析  

  ① 本事故時、月明かりが乏しかったことから、船長は、浅瀬及

び本件消波ブロックをはっきりと視認することは困難であった

可能性があると考えられる。 

② 本船は、船首部船底外板に擦過傷があったことから、転覆前

に浅瀬、暗礁等に接触した可能性があると考えられる。 

③ 船長は、船位の確認を適切に行っていなかった可能性がある

が、船長が死亡しており必要な情報が得られなかったことか

ら、転覆に至った状況を明らかにすることができなかった。 

④ ①～③から、本船は、答志漁港口から同港南南東方沖を航行

中、転覆したものと考えられる。 

(4) 船長、同乗者Ａ及び同乗者Ｂの落水後の状況 

本船が転覆した後、同乗者Ａは、船体が覆いかぶさるように 

なって魚倉付近に取り残された可能性があり、また、船長及び同

 
図６ 本船の推定航行経路概略（出典元：海しるを一部加工） 

× 
事故発生場所 

100m 

答志漁港 
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乗者Ｂは、本事故当時の伊勢湾における南東流の影響を受けて南

方へ流されたものと考えられる。  

原因  本事故は、夜間、本船が、航行中、答志漁港南東方沖において転覆

したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船舶の船長は、夜間に操船する際には、慣れた海域であって

も、目視での見張りと共にＧＰＳプロッター等の航海計器を活用

し、自船の船位を確認するとともに、浅瀬、防波堤、消波ブロッ

ク等の障害物から安全な距離をとること。 

 ・小型船舶の船長及び同乗者は、航行中、暴露甲板では救命胴衣を

着用すること。 

 


